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世界最高水準の空港を目指して特集

　記念謝恩パーティーで挨拶に立った夏目誠代表取
締役社長はその冒頭で、「40年前の開港式典で当時の
福永健司運輸大臣がその祝辞の中で、『古来、難産の
子は健やかに育つ』と述べられたように、成田空港は
この40年間、世界各国とネットワークを結び、安全を
最優先として、大きな期待とともに重要な社会インフ
ラの役割を担いながら成長してくることができた。これ
もひとえに多くの関係者の尽力の賜物」と、あらためて
感謝の意を示した。
　成田空港が置かれている現状については、近年アジ
アにおいて激しさを増している国際空港間競争に勝ち
抜くために、航空会社へのインセンティブ等を活用し
て積極的に路線誘致活動を実施し、ネットワークのさ
らなる拡充と既存路線の増強を図っていると説明。ま

た、今後も増加する訪日外国人客や2020年の東京オ
リンピック・パラリンピック開催に対応すべく、第1・第
2ターミナルの大規模リニューアルや、高い水準でのユ
ニバーサルデザイン化への対応、最先端技術の導入促
進や魅力ある店舗の増設などにも取り組んでおり、「快
適さや楽しさが感じられるサービスの提供を通じて、
お客さま満足度の向上、世界最高水準と評される高品
質な空港を目指していく」などと語った。
　そして、3月13日に開かれた、国、千葉県、空港周辺
9市町、NAAで構成される「成田空港に関する四者協
議会」で、成田空港の更なる機能強化について合意を
いただいたことに触れて、この機能強化の実現は、我
が国のさらなる成長、国が進める観光立国の実現など
とともに、地域の今後の発展のために必要不可欠、と
言及。この機能強化を進めることで、年間発着枠を現
在の30万回から50万回への拡大を図っていくとした。
　さらに、今回合意に至ることができたのは、「『成田
空港の国際競争力確保』と『地域住民の皆さまの生活
環境の保全』の両立を図ることについてご英断をいた
だいた関係者の皆さまのご理解・ご協力があってこそ
のもの。更なる機能強化は、我が国そして地域の将来
がかかったプロジェクトであり、我々としては、新たな
空港を建設するに等しい大規模事業の実現に向けて
最大限の努力をしていく」と、次のステージに歩みを
進める強い決意をあらためて示した。
　なお、NAAでは開港40周年にあたり、空港をご利用
いただいた多くのお客さま、地域の皆さまをはじめと
する関係者の皆さまへ感謝の気持ちをお伝えするた
め、年間を通してさまざまなイベントを開催した。この
うち航空機騒音対策区域内の世帯等を対象とした地
域の皆さまへ山武市産の「サンブスギ」を使用した記
念品のフォトフレーム・約1万3000個を、5月19日から
順次配布した。また、5月20日には、各ターミナルの出
発ロビーで、空港を利用されるお客さまへ開港40周
年の記念ロゴが入った記念品の今治ハンカチ・約1万
2000枚を配布し、感謝の意を伝えた。

成田空港は5月20日、1978年（昭和53年）の開港から40周年の大きな節目を迎えた。
その生い立ちから今日までには幾多の困難もあったが、

5月18日に開かれた記念謝恩パーティーでは、皆さまに支えられてきた40年間を振り返りつつ、
新しいステージへの一歩を踏み出していく想いと覚悟を、出席した関係者らと共有した。

成田空港が皆さまに支えられて開港40周年

新しいステージの一歩を踏み出す

1978   5.20 新東京国際空港開港

1983   8.8 航空燃料パイプライン供用開始

1991   11.21 第1回成田空港問題シンポジウム開催
（1993年・第15回まで開催）

1992   12.6 第2ターミナルオープン

1993   9.20 第1回成田空港問題円卓会議開催
（1994年・第12回まで開催）

1999   3.16 第1ターミナル北ウイング・中央ビルリニューアル
オープン

2002   4.18 暫定B滑走路（2180ｍ）オープン

2004   4.1 成田国際空港株式会社スタート
（空港名を成田国際空港に変更）

2006   6.2 第1ターミナルグランドオープン

2009   10.22 B滑走路（2500ｍ）オープン

2010   7.17 成田新高速鉄道（成田スカイアクセス）開業

2012   3.31 ビジネスジェット専用ターミナルオープン

2015   3.29 空港処理能力が30万回に拡大

             4.8 第3ターミナルオープン

2017   7.28 航空旅客数累計10億人を達成

            10.18 国際貨物量累計6000万ｔを達成

2018   3.13 四者協議会で「更なる機能強化に関する確認書」を
締結

             5.20 成田空港開港40周年

成田空港の歩み　1978-2018
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2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催まで、残すところ2年足らずとなった。
日本の表玄関として成田空港が、

選手や関係者など多くの皆さまを安全かつ円滑に受け入れ、そして送り出すため、
NAAは大会に向けた基本方針と具体的な取り組み計画を取りまとめ、万全の態勢で準備を進めている。

東京オリンピック・パラリンピックの対応を万全に

空港の安全・安定運用に向け基本計画などを策定

　オリンピックは2020年7月24日〜8月9日の日程で
33競技、パラリンピックは8月25日〜9月6日の日程で
22競技が展開される。大会開催期間中とその前後に
は世界中から多くの選手、関係者や観客の皆さまが成
田空港を利用する。さらに夏季繁忙期と重なるため、
通常時を上回るお客さまの利用が想定されている。
　NAAはこの東京オリンピック・パラリンピックを成田
空港のさらなる飛躍・発展への大きなチャンスと捉え
ており、将来を見据えた機能強化やさらなる利便性・
快適性の向上につなげていくこととしている。
　この考え方を踏まえて策定した基本方針では、①安
全・安定運用の徹底、②選手・関係者の安全確保やス
ムーズな移動の実現、③ユニバーサルデザインのさらな
る充実、④おもてなしの心でお迎え――の4点を主なポ
イントとしている。これに基づき、国や組織委員会、空
港内事業者など関係機関と連携しながら、大会を万全
の態勢で迎えるための取り組みを着実に進めている。

帰国時の対応で臨時ターミナルを整備

　安全・安定運用の徹底においては、すべてのお客さ
まが安心・安全に空港をご利用いただけるよう保安検
査体制を強化する。非金属製の異物も検知可能となる
ボディスキャナー（計22台を各ターミナルに設置済み）
に加えて、爆発物を自動的に検知し、3D映像で全方向
からモニター確認が可能なCT（コンピューター断層撮

影）型のX線検査装置を2019年度末までに7台導入す
るなどの対策を講じる。
　選手・関係者の安全確保やスムーズな移動の実現
では、閉会式翌日から一斉に帰国する選手・関係者に
対応するため、臨時ターミナルを2カ所整備する。臨時
ターミナルは第2ターミナル内の既存の施設を活用し
て、第1ターミナル航空会社用（約2200㎡）と第2ター
ミナル航空会社用（約1750㎡）の2カ所を整備する。
　また、選手村で航空会社が事前にチェックインを行
い、そこで預けられた手荷物の保安検査・仕分け・一
時保管を行う臨時手荷物集積所を空港内に確保する。
　ユニバーサルデザインのさらなる充実では、ターミ
ナル内の主要動線において、エレベーターの増設（2
カ所）と機能増強（2カ所）を行うとともに、お客さまご
自身の車いすで移動できる範囲が可能な限り広がるよ
う、搭乗ゲート付近に車いす等の運搬用エレベーター
を、2020年以降実施分を含めて25カ所設置する。こ
のほか、お客さま用トイレの全面リニューアルや、第1・
第2ターミナルの大規模リニューアル（バリューアップ
計画）も進めている。
　さらに、世界各国から日本を訪れるお客さまをおも
てなしの心でお迎えするため、第1ターミナルと第2ター
ミナルの到着コンコース（合計で約250ｍ）において、
プロジェクターや液晶ディスプレイ等を活用し、“訪日
歓迎ムード”や“日本らしさ”を表現する空間演出を行う。

閉会式翌日に一斉に帰国する選手・関係者に対応するため臨時ターミナルも整備する

臨時ターミナルイメージ

第1ターミナル
臨時手荷物集積所

第2ターミナル

臨時ターミナル
第1ターミナル航空会社用

臨時ターミナル
第2ターミナル航空会社用
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　第3ターミナルは、LCCの拠点化を図るために2015
年4月にオープンし、ジェットスター・ジャパン、バニラ
エア、Spring Japan、ジェットスター航空、チェジュ航
空の5社がオープン当初から使用している。第3ターミ
ナルの取扱能力は年間750万人を想定していたが、利
用者は好調に伸び、2017年度には764万人に達した。

中長期的な成長に応える能力増強

　当初予測を上回る需要の伸びにより、時間帯によっ
ては出発ロビー等で混雑が見られるようになってきた。
この対策として、第3ターミナルの機能を強化し、利便
性向上と混雑緩和を図るため、到着ロビーの増築に
よる出発動線と到着動線の分離、「スマートセキュリ
ティ」の導入、「インラインスクリーニングシステム」の
導入――の3つの施策を先行して実施する。これにより
年間取扱能力は現在の750万人から約20％増の900
万人に拡大する。
　1つ目の1階到着ロビー改修では、2019年夏までに
約1300㎡増築して新たな出口を設け、ターミナル連絡
バスとタクシーの乗降場へのルートを直結させる。こ
れにより、現在は2階で行き交う出発と到着の動線が
分離され、利用者のスムーズな流れを確保でき、混雑
緩和が図れることになる。
　2つ目が、高度で効率的な保安検査機器「スマート

セキュリティ」の導入である。これは、機内持ち込み手
荷物のX線検査を行う保安レーンを約18ｍに伸ばすこ
とで、3人のお客さまが同時に手荷物を流す準備がで
きるようにする。これにより、1レーン当たりの検査処
理能力は最大で約50％向上すると見込まれている。す
でに第1・第2ターミナルでも導入が進められているが、
第3ターミナルでは2019年度末までに設置する予定。
　3つ目の「インラインスクリーニングシステム」は
2019年度末までの導入を目指す。手荷物搬送システム
と検査機器を一体化したインラインスクリーニングシ
ステムを導入すれば、高度な保安レベルの確保とチェッ
クイン手続きにかかる時間の短縮が両立できるため、
手荷物検査の処理能力は約25％向上すると見ている。

本格増築は2021年度末の完成目指す

　しかしながら、今後も確実に成長が見込まれるLCC
各社の中長期的な需要拡大に対応していくためには、
第3ターミナルの抜本的な能力増強が必要となる。そ
のため第3ターミナル南側に隣接する第5貨物ビルを撤
去し、その跡地に第3ターミナルを増築する。先行する
能力増強策とも合わせたこの施策により、第3ターミナ
ルをさらに便利で快適な施設とし、拡大する需要に応
えていく。
　第3ターミナルに隣接する第5貨物ビルは現在、国際

第3ターミナルは、2015年4月のオープンから3年が経過した。
この間、需要が好調に増加する一方で、

ターミナル内のお客さまの混雑も見られるようになっていることから、抜本的な能力増強として南側に増築を行う。
それに先立ち、当面の混雑緩和策として、現有施設の到着ロビーの増築等の改修を実施する。

第3ターミナルをさらに便利で快適に

施設規模を倍増、年間1500万人に対応

第5貨物ビル（右側の建物）を撤去して増築する第3ターミナルの館内はスタイリッシュなデザインで評価が高い
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航空貨物を取り扱う施設として利用されているが、撤
去後の跡地面積約1万㎡には、現在の第3ターミナル本
館とほぼ同規模の施設が建設可能となる。2021年末
ごろの完成を目指して増築部分の整備を進め、完成
後の年間取扱能力は、既存施設と合わせて現在の約2
倍に当たる1500万人となる予定である。
　増築部分も既存施設と同様に“ローコストでありな
がら効率的で利便性の高い施設”というコンセプトを
継承する。第3ターミナルは、オープン当初からその斬
新さが注目され、SKYTRAX社が実施する国際空港評
価のLCCターミナル部門において2年連続（2016年、
2017年）で1位を受賞するなど、世界的な評価も高い。
増築後もこれらの特徴と評価は維持しながら、さらに
便利で快適な施設を目指していく。
　増築部分の具体的なフロアプランなどは、航空会
社等との協議を踏まえて検討を進める。NAAでは航
空会社の今後の増便計画等のビジョンを伺いながら、
チェックイン手続きの自動化への取り組みや、チェック
イン運用方法、事務所の必要規模などを確認しながら
整備計画を進めていく。さらに、バゲージハンドリング
システム（BHS）やゲートの増設に加え、利用者が快適

に過ごせるような利便施設等も検討する。
　なお、第3ターミナルの増築により撤去される第5貨
物ビルは、現行水準の貨物取扱能力に支障を来たさな
いように配慮したうえで移転を進める。増築にあたって
は、まず第5貨物ビルの代替として、第3ターミナル北
側に設置する施設へ移転。一部は既存の貨物上屋に
集約させることで、その機能を維持する。その後に第5
貨物ビルを撤去し、跡地に第3ターミナルを建築するよ
うに段階的に工事を進めることで、運用への影響を最
小限に抑えた整備を進める。

成田空港の需要はさらに増加へ

　航空ネットワークの拡大に向け、成田空港はインセ
ンティブ施策等を講ずることで、LCCをはじめ新規乗
り入れ、新規就航、増便など積極的な誘致活動を促
進している。第3ターミナルを利用している航空会社で
は、チェジュ航空が10月28日から大邱線に新規就航。
さらにジェットスター・ジャパンが12月19日から高知
線、2019年3月30日から下地島線（沖縄県宮古島市）
に新規就航するなど、そのネットワークはますます広
がりを見せている。

到着ロビー増築で出発動線と到着動線を分離

成田空港におけるLCCのシェア

現状 到着ロビーの増築による動線分離後

新たな到着動線
現在の到着動線 第2ターミナルや第3ターミナル

専用バス・タクシー乗降場へ

出発ロビー
（2階）へ

国内線到着 手荷物受取場国内線到着 手荷物受取場 国際線到着 手荷物受取場国際線到着 手荷物受取場

到着ロビー

第3ターミナル1階
ターミナル連絡バス乗降場

到着ロビー
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0
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発着回数（旅客便）におけるシェア
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これまでさまざまな増改築や改装を行ってきた第1・第2ターミナル。
しかし、施設全体でのリニューアルは長い間実施されておらず、

施設の一部には陳腐化が目立つ部分も見られるようになってきた。
このため、2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催に向けて、

これらの施設の機能性と価値向上を図る「ターミナルバリューアップ計画」が始まった。

　ターミナルバリューアップ計画のコンセプトは、アジ
ア主要空港との競争を見据えて、世界トップレベルの
ユニバーサルデザインに対応することである。また、
今後もさらに増加が見込まれる訪日外国人のお客さま
への「ウエルカム感」の演出も加え、建築・設備を一
体的に更新し、更に安全で安定的な運用を目指す。

施設全体を改修し競争力アップ

　第1・第2ターミナルの施設改修は、必要に応じてそ
の都度実施されてきたが、今回のバリューアップ計画
では、これまで大規模リニューアルが実施されていな
かったエリアが中心となる。具体的には、第1ターミナ
ルの北ウイング出発ロビー、および第1・第2サテライ
トの出発・到着コンコースとゲートラウンジである。第
2ターミナルでは、本館とサテライトの出発・到着コン
コースとゲートラウンジが対象。また、それぞれの出入
国審査場や手荷物引渡場といった官庁エリアでも、同
様の工事を実施する。

　いずれも、柱・梁・壁などの建築構造躯体は現状の
まま、内装や設備のリニューアルを行うという計画だ
が、施設を運用しながら、夜間を中心に改修作業を行
うため、工事の難易度は決して低くはない。

分かりやすさと使いやすさを向上

　今回のバリューアップ計画は、空港内の施設のメン
テナンス等を担当する施設保全部を中心に行われてい
る。プロジェクトのきっかけは、同部のスタッフが、ター
ミナル内でお客さまから、これから向かう場所への行
き方などを尋ねられる頻度が多くなった、という経験
が背景のひとつ。さらに、2020年の東京オリンピック・
パラリンピック開催を含め、今後も利用者数の拡大が
見込まれるなか、施設運用等を担う部門として、肌で
感じてきたという現場目線から、機能性と利便性を高
めるためのターミナルのプランづくりが必要だと判断
した。
　バリューアップ計画の企画・立案にあたっては、お

第1・第2ターミナルを大幅リニューアル

2020年に向け内装・施設をバリューアップ

バリューアップ計画のコンセプト

❶ ・アジア主要空港との競争に向けたターミナルリニューアル
 ・手続き自動化等（ファストトラベル）の推進に合わせた施設リニューアル
 ・自動化される旅客手続きに合わせた案内表示のリニューアル

❷ ・世界トップレベルのユニバーサルデザインターミナル
 ・感覚的に進むべき動線が分かる施設
 ・すべてのお客様に分かりやすい案内サイン
 ・ Tokyo2020アクセシビリティ・ガイドラインへの対応
 ・主要動線上のエレベータの能力増強・トイレリニューアルプロジェクトと連携した対応

❸ ・訪日旅客への「ウエルカム感」演出及び建築・設備一体的な更新による安全・安定運用
 ・到着コンコースにおいて訪日旅客への「ウエルカム感」を演出
 ・天井改修と設備配管の一体的施工
 ・視認性の向上を図り、開放的で明るい空間づくり
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客さまがどのような不満を抱いているのかを把握する
ため、航空会社のスタッフなどへのヒアリングに時間
を費やした。その結果、第1ターミナル北ウイングの出
発ロビーでは、「施設が全体的に暗く、これから海外
に出かける高揚感が感じられない」といった声がある
ことを認識。また、空港に早めに到着しても「同行者と
待ち合わせをする十分なスペースがない」という声など
も確認した。
　これらのヒアリングに加え、使いやすさなどで国際
的な評価の高い欧州やアジアの複数の空港の視察も
行った。その結果、空港ごとに特色は異なるものの、
“ターミナル内の明るさ”と“見通しの良さ”などが共通し
て優れている要素だった。さらに、案内表示が必ずし
も多くなくても、利用者が迷うことなく進むべき方向を
感覚的に理解できるように、空間のつながりに配慮さ
れているとことも体感した。
　これらの経験も踏まえてバリューアップ計画では“明
るくて見通しの良い、感覚的に進むべき方向が分かる
方向性のあるターミナル”を目指すことになった。

工夫を凝らした照明や床材等

　工事はすでに始まっているが、第1ターミナル北ウイ
ングの出発ロビーでは、2006年に改修した南ウイング
との格差の解消を図るリニューアル工事も行う。天井
照明のLED化に加え、チェックインカウンターの天蓋と
カウンターを白色の化粧シート張りに変更するホワイト
リニューアルや、館内の床材を張り替えるなど、全体的
に視認性が高く明るい空間にする。また、シーティング
スペースについては、これから始まる旅への高揚感が
感じられ、楽しく待ち合わせができるスペースに改修す
る。ここには大型デジタルサイネージも導入し、明るく
賑わいのある空間にしていく予定だ。
　第1・第2サテライトのゲートラウンジは、ゲート番号
表示などのサインの大型化とともに、コンコースから
連続させるように床と天井の形状と色合いを揃え、利
用者が進むべき方向がはっきりと分かる内装にする。
到着コンコースも、見通しの良い内装とサインが一体
となった、進むべき方向が明確になる空間とする。ま
た、第1・第2ターミナルの到着コンコースに、日本ら
しさを大画面の映像コンテンツで表現するプロジェク
ターや液晶ディスプレイを設置し、訪日外国人のお客
さまが空港に足を踏み入れた瞬間から、日本に来たこ
とを実感できるウエルカム感を演出する。
　第2ターミナルは、出発コンコースの壁・床・柱を
明るい色の素材に変更し、空間の明るさ感を確保。
シーティングスペースとコンコースの床材を張り分け
ることで、移動空間と滞留空間が直感的に分かるよう
にする。到着コンコースの改修も、基本的な考え方は

出発コンコースと同様だが、サテライト2階の到着コ
ンコースは、本館の入国審査へ向かう主要動線と、乗
り継ぎへ向かう動線の違いが分かりにくいという課題
がある。このため、誤った方向に進んだ利用者が引き
返し、流れが錯綜する状況も見られる。床と天井を主
要動線に沿ってカーブさせることで、利用者が入国審
査に進む方向を感覚的に認識できるように改善する。
また、中央通路の柱には遠くからでも視認できる大型
のサインを掲出するほか、乗り継ぎエリアと区別する
ため、一部に壁を新設してゲートのようなしつらえに
する。
　こういった対応を含め、バリューアップ計画は2019
年度末までの完成を目指しており、成田空港は、より
機能的で便利な空港へと、さらにレベルアップする。

第1ターミナル北ウイング出発ロビーではシーティングスペースも整備

第2ターミナルのサテライト、到着コンコース

感覚的に進むべき方向が分かる床の張り分け

第1ターミナルの第1サテライト、ゲートラウンジ

空間全体で明るさ感の確保

遠くから視認できる大型サイン

旅客を誘導する照明計画

空間全体で明るさ感の確保

旅客を誘導する照明計画

遠くから視認できる大型サイン
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世界最高水準の空港を目指して特集

東京オリンピック・パラリンピックの開催を控え、NAAはこのほど「成田空港ユニバーサルデザイン基本計画」を決定し、
これに基づき、2020年までに実施する具体策を発表した。

成田空港は、日本の表玄関として世界トップレベルのUD水準を目指すとともに、
2020年以降も見据えた施設整備とサービスの向上を図る。

　東京オリンピック・パラリンピックの開催まで2年を
切った。2017年に政府が決定した「ユニバーサルデザ
イン（以下UDという）2020行動計画」と大会組織委
員会が策定した「Tokyo2020アクセシビリティ・ガイド
ライン」等により、成田空港は国籍や性別、障害の有
無等に関わらず、誰もが自由に空港を利用できる「世界
トップレベルのUD水準」となることが求められている。
　しかし、成田空港は1978年の開港から40年の間に、
施設整備や拡張が段階的に進められてきたため、UD
化も既存施設の改修による対応が中心となる。新たに
施設を建設する場合に比べて物理的な制約も少なく
ないため、人的支援や情報提供などのソフト面と組み
合わせた総合的な対応が必要になる。このほど決定し
たUD基本計画はその指針となるもので、これを基に多
様なお客さまが安全・安心・快適に利用できる空港を
目指していく。

当事者等の協力を得て課題を抽出

　基本計画の策定にあたりNAAは2017年5月、「成田
空港UD推進委員会」を設置。委員長に中央大学研究
開発機構の秋山哲男教授を迎え、有識者や空港関係
者、障害当事者をメンバーの中心に、当事者参加によ
る現場視察等を踏まえて課題の洗い出し等を行った。
委員会の下に設置された「基本計画策定分科会」は約
半年の間に計13回の会合を開き、UDを意識した建築
デザイン、トイレのUD化と機能分散、エレベーターの

増設・機能増強、案内サインとICTの活用等による情
報提供など10のテーマについて議論。なかでも、テー
マの1つに知的・精神・発達障害者への対応を取り上
げたことが特徴となっている。
　これらの議論を経て取りまとめられた基本計画のポ
イントは、①当事者参加を前提としたプロセスの重視、
②多様なお客さまの個別のニーズへの対応、③継続
的・横断的な向上を図る仕組みの構築――の3つ。こ
の取り組みを通じて、さまざまなバリアをなくし、安全・
安心・快適な空港にすることで、お客さまの旅行機会
の創出と増加を実現させていく。

2020年への具体策を順次推進

　この基本計画を踏まえて、まずは東京オリンピック・
パラリンピックが開催される2020年までに実施する具
体策を決定した。このうち、第1・第2ターミナルを大幅
にリニューアルする「バリューアップ計画」では、感覚
的に進むべき動線が分かる施設や、すべてのお客さま
に分かりやすい案内サインの整備といった取り組みが
進められている。
　今回の基本計画を受けた特徴的な取り組みのひと
つとして、「クールダウン・カームダウンスペース」の設
置も挙げられる。これまであまり意識されることのな
かった発達障害に対応するもので、発達障害の特性の
一つである感覚過敏の方が、外部からの刺激によりパ
ニックを起こすことを避けられるようにしたプライベー

第1ターミナルに設置した「クールダウン・カームダウン」設備基本計画は障害当事者を交えた会議を重ねて策定

「ユニバーサルデザイン基本計画」を策定

安全・安心・快適な空港を目指して
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トな空間であり、外からの音や光、視線等を遮ること
ができる個室になっている。公共交通機関として、成
田空港が初めて設置したこのスペースは、第1・第2ター
ミナルの国内線エリアに1カ所ずつを設置しているが、
今後は国際線や第3ターミナルにも順次設けていくこ
とを検討している。
　また、成田空港は施設の構造上、階層移動が多い。
そのため、車いす使用者などにとって重要となるエレ
ベーターの増設と機能増強（大型のカゴへの交換）を
実施する。ターミナル館内だけでなく、搭乗ゲート付
近にも運搬用エレベーターを25カ所設置していくこと
としている（2020年以降の実施分を含む）。車いすを
使用するお客さまが、使い慣れた自身の車いすを搭乗
ゲート付近まで使用していただいても、このエレベー
ターにより、その車いすをお預かりして地上に降ろし、
航空機に搭載することがスムーズにできるようになる。
　トイレに関しても、世界に誇る日本の最先端のトイ
レ機器を導入し、UDにも配慮したデザイントイレの整
備が進められている。UD化への対応では、多機能ト
イレの機能を他のブースでも使えるように分散化する
ほか、音声案内や火災等の緊急事態発生を知らせる
フラッシュライト、L型手すりの設置などを順次実施し
ている。さらに第1ターミナルには、
男女の区別なく利用できる「オール
ジェンダートイレ」を試行的に整備
する。これは異性介助者の同伴が
求められる利用を想定しているほ
か、性的マイノリティーの方でも意
識せずに気軽に利用できる設備と
なる。
　また、ソフト面では「ユニバーサ
ルサービスセミナー」を開催するな
どの取り組みを進め、スタッフの対
応強化を図っている。これまでに車
いす操作の実践セミナーをはじめ、
介助犬・補助犬への理解促進など
のテーマ別講習会、案内カウンター
スタッフを対象とした手話研修など
を実施。今後もこうした接遇研修や
セミナーなどを積極的に開催する。
職種によってお客さまからのニーズ
や求められるスキルも異なることか
ら、より現場に即した内容で、全て
のスタッフの底上げが図れる研修を
行っていく予定である。さらに、地
震などの災害時に、情報の取得や
移動に難しさのある障害者の避難
に関して、障害者の意見を踏まえた

避難誘導方法の改善を図るべく取り組んでいる。

定期的な評価を重ねて改善を図る

　今回の基本計画は、現在挙げられている具体的な
取り組みを実施して終わるものではない。取り組み後
も定期的な評価を行い、その結果を改善につなげるこ
とで継続的な向上（スパイラルアップ）を図ることも大
きなポイントとなる。具体的な評価の手法等は今後検
討を重ねるが、2020年以降、2年に1度のペースで自己

（NAA）評価と第三者評価を実施。その結果を踏まえ
て基本計画の改定等も行っていく。同時に評価時の障
害者・有識者の意見、NAAの対応などについては、関
係者間での共有、ノウハウの蓄積という観点からデー
タベース化も進めていく意向だ。
　なお、障害者を意識したUD化の推進は、時に利害
の衝突を生むことも少なくない。例えば、視覚障害者
のために設置した音声案内が聴覚過敏の人にとっては

「うるさい」と感じられたりするケース等である。これら
は当事者にしか分からない問題であり、UD化の取り組
みには誰もが満足するような模範解答はないが、より
広範囲な当事者参加による議論を積み重ねながら、世
界トップレベルのUD水準の実現を目指していく。

項目／内容  実施時期

ターミナルビル
バリューアップ

感覚的に進むべき動線が分かる施設や、すべてのお客さまに
分かりやすい案内サイン等を整備 2019年度末まで

案内カウンター
見つけやすさの向上、ローカウンターの整備 2019年度末まで

コミュニケーション手段の充実、スタッフ教育 2018年度以降順次

エレベーター

増設・カゴの拡張 2018年度末まで

ガラス窓付きドアの設置、点状ブロックの改修等 2019年度末まで

固定橋エレベーターの整備 2019年度以降順次

エスカレーター 音声案内の設置、点状ブロックの改修 2019年度末まで

階段 段鼻のコントラスト・照明の確保、手すり・点状ブロックの改修 2019年度上期まで

傾斜路
傾斜路の改修

2019年度上期まで
踊り場のコントラストの確保、手すり・点状ブロックの改修

トイレ
多機能トイレの機能分散、異性介助への対応

2019年度末まで
障害者対応機能の改修（呼び出しボタンへの文字表示等）

駐車場・乗降場 障害者用駐車スペースの見直し、インターホン改修、カーブサイ
ドにおける乗降場の設置 2019年度末まで

視覚障害者誘導
視覚障害者誘導用ブロックの改修等 2019年度末まで

視覚障害者の移動等に関する支援（人的支援・情報提供等） 2018年度以降順次

 クールダウン・
  カームダウン　

クールダウン・カームダウンスペースの設置、パニック予防や
回復のためのツールの用意 2018年度以降順次

情報提供・
コミュニケーション

WEBアクセシビリティーの向上 2018年度末まで

WEBユーザビリティーの向上・冊子等を含めた情報提供の拡充
2019年度末まで

案内サインの改修

ICT活用による音声情報の文字化 2018年度末まで

コミュニケーション手段の充実（案内カウンター以外も含む） 2018年度以降順次

緊急時対応
トイレ以外の個室空間（授乳室、祈祷室等）へのフラッシュライト設置 2019年度末まで

デジタルサイネージ等を活用した情報提供の充実、視覚障害者に対
する人的支援の構築、障害者団体と連携した避難誘導方法の改善 2019年度上期まで

 仕組みの構築・
 スタッフ教育　

基本的な接遇や介助方法のマニュアル化、切れ目のない支援提
供のための情報提供、障害に対する理解を深めるスタッフ教育 2018年度以降順次

2020年に向けた具体的な取り組み
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世界最高水準の空港を目指して特集

成田空港では、お客さまの手続きにかかる待ち時間の短縮や混雑緩和を図る「ファストトラベル」を推進している。
その取り組みの一環として、国際線の保安検査場を拡張して明るく快適な環境に整備するとともに、

最新の保安検査設備を導入して、検査効率の向上と体制の強化を図る。

　ファストトラベルとは、世界の航空会社で組織する
IATA（国際航空運送協会）が提唱するプログラムで、
空港でのお客さま手続きの自動化（セルフサービス化）
を促進することにより、効率的で快適なサービスの提
供を目指している。このファストトラベルの一環として、
第1・第2ターミナルにおいて、国際線保安検査場の拡
張や最新の検査機器の導入などにより、お客さまの待
ち時間やストレスの軽減、取扱処理能力の向上による
混雑緩和を図る。このリニューアル施策は2019年度中
の完成を予定している。

ハードとソフトの両面で整備

　今回のリニューアルでの大きな狙いは、「暗い」「閉
鎖的」といったネガティブな印象の保安検査場を、「明
るく開放的で、分かりやすく、快適な環境」に整備する
こと。また、最新の手荷物検査機器「スマートセキュリ
ティレーン」を導入して、効率的な保安検査を実現する

こと、検査時の待ち時間の短縮を図ることを目的とし
ている。
　まず、検査場そのものの改修では、保安検査場の総
面積をこれまでの2倍に拡張して、検査レーンの増設
や、より効率的な検査が行えるよう検査機器の長尺化
に対応できるようにする。また、これから出発するお客
さまの旅への高揚感や開放感等を演出するために、検
査場内をより一層明るくし、改善を図る。さらに、分か
りやすく、ストレスを感じないようにするため、検査手
順等の案内サインをこれまで以上に充実させることな
どにより、従来の保安検査場のイメージを一新する。
　スマートセキュリティレーンは、保安検査レーンを従
来の10ｍから18ｍとすることで、複数のお客さまが同
時に準備して手荷物を流せるなど、より効率的な保安
検査が実現可能となる。また、X線検査の結果、手荷
物を再検査する必要がある場合は、手荷物が別のレー
ンに自動的に仕分けられるため、お客さまの流れがこ
れまでよりも効率的となる。これらにより、保安検査に
よるお客さまの待ち時間の緩和、手荷物のX線検査機
器への自動搬送によるお客さまの負担の軽減が図ら
れ、快適性が向上することが期待される。
　スマートセキュリティレーン1台あたりの処理能力
は、従来のものに比べて、最大で約50％のアップが見
込まれている。この新しいレーンは、第1・第2ターミナ
ルに加えて、第3ターミナルにも2019年度末までの導
入を予定している。

顔認証ゲートの運用もスタート

　出入国手続き関係では、法務省による「顔認証ゲー
ト」の運用も始まった。これは、IC旅券のICチップ内の
顔の画像と、顔認証ゲートのカメラで撮影した顔の画
像を照合して本人確認を行うもの。日本人を対象に、
2018年6月11日から入国手続きでの導入がスタート、
出国手続きでも10月から導入された。これにより、日
本人の出入国手続きを合理化することで、多くの入国
審査官を外国人の審査に充てて、審査の厳格さを維持
しながら、その円滑化を図っている。

国際線保安検査場を明るく快適な環境へ

ファストトラベル推進で保安検査をリニューアル

保安検査場イメージ

スマートセキュリティレーンイメージ

開放感を向上させる独立天蓋 明るさ感を考慮した天井・照明

わかりやすい
検査手順等の情報掲出

リニューアルに合わせた
床材などの内装改修

＜入口側＞

＜出口側＞

保安検査レーンを長くすることで、
より効率的な保安検査を実現

（10m⇒18m）

複数のお客様が同時に準備し、
準備のできたお客様から保安検査に
進むことが可能

お客様による
手荷物の移動が不要

再検査レーン

再検査が必要な手荷物を
レーン側で自動的に仕分け



世界最高水準の空港を目指して 37

成田空港の航空ネットワークのさらなる拡大や既存路線の強化を促進するため、
航空会社へのインセンティブ制度が2019年4月から拡充される。

この拡充により、成田空港としての新規路線で朝時間帯の出発となる場合、着陸料が3年間無料になる。

航空会社へのインセンティブ制度を拡充

朝出発の新規就航は着陸料が最大3年間無料

　成田空港では2015年度から「成田ハブ化促進イン
センティブ」を導入し、「ネットワーク拡充割引」により
新規ネットワークの拡充を、「増量割引」により既存路
線の増便・機材大型化を図ってきた。この制度の導入
により就航都市数は、導入時点（2015年夏ダイヤ）の
117都市（海外100都市・国内17都市）から、2018年
10月1日時点で139都市（海外119都市・国内20都市）
へとネットワークが大きく拡大している。一方、訪日外
国人が増加し、2020年の東京オリンピック・パラリン
ピックの開催も目前に迫る中、このインセンティブ制度
をさらに拡充することによって、一層のネットワーク拡
大を促していく。

「新規就航割引」にリニューアル

　拡充のポイントの1点目は、成田空港の強みである
ネットワークの多様性をさらに進めるため、これまで

「ネットワーク拡充割引」により実施してきた新規就航
に対するインセンティブを拡大する。具体的には、イ
ンセンティブの適用期間を2年から3年に延長し、着陸
料の割引率を拡大するとともに、名称も「ネットワーク
拡充割引」から「新規就航割引」に改め、新規就航に
対するインセンティブであることを航空会社にとってよ
り分かりやすくした。
　2点目は、発着枠に比較的余裕がある朝の時間帯
の出発便を増やしてお客さまの利便性を高めるため、

「新規就航割引」に「朝発ボーナス」を導入する。朝

の時間帯（国際線は6：00〜8：59、国内線は6：00〜7：
59）に出発する新規就航便で、成田空港としての新規
路線の場合、着陸料は3年間無料になる。成田空港か
らすでに路線はあるものの、その航空会社としての新
規路線の場合は、着陸料を3年間半額にする。
　現行制度では、成田空港としての新規路線の場合、
1年目は着陸料の割引率が最大で100％、2年目は25％
になる。2019年度からは1年目100％、2年目70％、3年
目40％と大きく割引率がアップし、加えて朝時間帯の出
発の場合は3年間着陸料が無料となる。航空会社とし
ての新規路線の場合は、1年目は割引率が最大で70％、
2年目は10％になる。2019年度からは1年目50％、2年
目30％、3年目10％と割引率がアップし、加えて朝時
間帯の出発の場合は3年間着陸料が半額となる。
　「増量割引」については、現行制度を継続し、前年
度比での増便・大型化に対して着陸料の50％を割り
引くが、新規就航に係る分は、「新規就航割引」に一本
化し、増量割引の対象からは除く。
　今回の制度拡充によって航空会社がより就航しやす
い環境を整え、積極的な路線誘致を展開することで新
規就航や増便をさらに促す。今後ますます厳しくなる
空港間競争を勝ち抜くため、拡大余地のあるアジア近
距離国際線の拡充等で成田空港の豊富でバランスの
取れた国際線ネットワークを強化するとともに、国内
線もさらに拡充し、航空会社やお客さまにとってより利
便性の高い空港を目指していく。

制度概要

新規就航する場合

ネットワーク拡充割引をリニューアル
◦適用期間の延長（2年➡3年）
◦着陸料の割引率拡大
◦朝発ボーナスの導入

新規就航割引

適用

増便・大型化する場合

既存路線の増便・機材の大型化に特化
◦割引率50％（変更なし）
◦新規就航の増量分は、新規就航割引に

一本化し、増量割引の対象から除く

増量割引

適用
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NAAグループは、より強固な経営基盤の確立に向けてリテール事業の強化・拡大に取り組んでいる。
その一環として、8月末までに第1ターミナル3階の出国手続き後エリアに計17の店舗を新たにオープンした。
今後も増加が見込まれる外国人のお客さまも含めた多様なニーズに対応した魅力ある商業空間を創出し、

リテール事業のさらなる売り上げ拡大を図る。

店舗スペースを3割拡大

　成田空港における2017年度の空港内店舗売上高
は、過去最高の1594万人を記録した国際線外国人旅
客数の増加等を背景に、1246億円と前年度から大幅
に増加し、民営化以降の最高を更新した。さらなる売
上高の拡大を目指し、中期経営計画で掲げる「魅力あ
る商業空間の創出」として、2017年11月から2018年8
月末にかけて第1ターミナル3階の出国手続き後エリア
で飲食店・物販店・免税店を新たに17店舗オープン
した。中央ビル、第1・第2サテライト、北ウイングと南
ウイングの出国審査場正面の5つのエリアに、飲食店
5店舗、物販店と免税店がそれぞれ6店舗オープンし、
店舗面積も約33％増床して約9300㎡となり、店舗数
は第1ターミナル出国手続き後エリアで合計70店舗と

なった。
　コンセプトは「選べる、見つかる、楽しめる」で、店
舗数や商品の品揃えを増やすことにより、お客さまが
搭乗前のショッピングやお食事の場所を選び、見つけ
て、楽しめる環境を目指した。国内外いずれのお客さ
まにも楽しんでもらえる人気の商品やブランドを扱う店
舗を選んだほか、購買単価が高く、売り上げを牽引し
ている中国系のお客さまをはじめとする外国人のお客
さまも意識し、海外でも有名な日本のブランドや商品
を多く取り揃えた。

時流を捉え日本らしい店舗を展開

　飲食店は、お客さまから「選択肢が少ない」とのご
意見をいただくこともあったため、新たに5店舗増や
して計15店舗とした。第2サテライトに「スターバック
スコーヒー」、中央ビルに海外でも有名なラーメン店

「IPPUDO（一風堂）」と洋食の「三本亭」、第1サテライ
トに日本食の「こめらく」と、すでに第3サテライトで
好評の「すし京辰」が開店した。
　物販店では、「Fa-So-La TAX FREE ASAKUSA」と

「Fa-So-La TAX FREE AKIHABARA」がそれぞれ食品
専門のアネックス店をオープン。外国人のお客さまに
和洋菓子を中心とした食品の人気が特に高いことか
ら、より便利にご利用いただけるように取り扱いブラ
ンドも増やした。日本ブランドのファッションや菓子を
扱 う「FaSoLa STARS TAX FREE」で は、「BAO BAO 
ISSEY MIYAKE」や「Onitsuka Tiger」など海外で知
名度の高いブランドの取り扱いを開始。さらに同店舗
では、世界でここでしか買えない最高級のポッキーの
限定販売や、GINZA SIXに次ぐ2号店となる白い恋人
の石屋製菓の「ISHIYA GINZA」など話題性の高い商
品を展開。また、中国系のお客さまに人気のドラッグ
ストア「マツモトキヨシ」が国際空港出国手続き後エリ
アに初出店したほか、コンビニエンスストアの「セブン
-イレブン」も出店した。
　免税店では「GUCCI」「CHANEL FRAGRANCE & BEAUTY」ラーメンの「IPPUDO（一風堂）

FaSoLa  STARS  TAX  FREE

第1ターミナル出国手続き後エリアがリニューアル

成田空港の商業空間がさらに拡充
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「BOTTEGA VENETA」などを加え、ラグジュアリーブ
ランドのさらなる充実を図った。
　新規店舗スペースの創出にあたっては、お客さまに
不便のないよう、ゆっくりくつろげるスペースと動線の
確保を図った。シーティングスペースはリニューアル前
と同等の座席数を保つとともに、家具メーカーとコラ
ボレーションして、バラエティーに富んだ椅子とテーブ
ルを配置するなど快適性も提供するように工夫。新し
い商業空間ができたことで、中央ビルには南と北のそ
れぞれのウイングからお客さまが訪れるような回遊性
が生まれ、ターミナル全体の活性化にもつながった。

多種多様なお客さまのニーズに対応

　今回のリニューアルで、多種多様なブランドをライ
ンナップできた背景の1つには、商業空間としての成
田空港の魅力が広く認知されてきたことがある。繊研
新聞社が毎年実施する「全国主要SC（ショッピングセ
ンター）売上高ランキング」調査では2017年度におい
ても成田空港が1位と、2013年から5年連続でトップと
なっており、成田空港の商業空間に対する出店者側の
期待や評価の高さにつながっている。空港内の店舗は
市中に比べて、お客さまの動きや必要な商品・サービ
スが異なる部分も多いため、出店者との調整を重ねて
いくことで、オペレーションや品揃えを改善し、サービ
スの充実を図っている。
　各ターミナルにおいて鮮度のある店舗への入れ替え
も適宜実施しており、成田空港限定商品や日本限定商
品を取り揃えるなど、成田空港から新たな日本のおみ
やげを発信している。2018年10月には国内空港初出
店となるハードロックカフェのオリジナルグッズショッ
プや、アメリカン・コミックのMARVELのグッズショッ

プをオープンした。期間限定ショップも時流や季節の
ニーズを反映した店舗を常に展開しており、2018年度
はアニメのキャラクターやカシミアの専門店などを出
店させた。
　最近では、売上高や購買単価の動向を牽引する中国
系のお客さまの購買傾向も変化している。日本に旅行
に来られるお客さまの裾野の広がりやリピーターの増
加により、かつての“爆買い”といわれるまとめ買いから、
より多種多様な買い方へと変化が見られるようになっ
た。こういったニーズの多様化に伴い、定番の商品やブ
ランドだけではなく、空港初となるブランドも積極的に
取り扱うようにしている。
　販売促進施策では、ウェブサイト上でのPRのほか、
日本のお客さまにはfacebook、中国系にはWeChat、
台湾にはインフルエンサーの活用など、市場や客層に
合わせたSNSを利用し情報発信を実施している。その
ほか、春には開港40周年を記念したビックカメラとの
コラボキャンペーン、夏と冬には200店舗以上の参加
による恒例の「エアポートセール」を実施し、成田空港
を利用されるお客さまだけでなく、空港周辺にお住ま
いの方々にも空港の店舗をご利用いただいている。

◇
　中期経営計画では、2018年度の空港内免税店・物
販店・飲食店の売上高1500億円を目標に掲げている。
この達成に少しでも近づける努力を重ねており、2018
年度の売上高は2期連続で民営化以降最高を更新する
見通しとなっている。成田空港の航空ネットワークがさ
らに拡大を続け、2020年には東京オリンピック・パラ
リンピックの開催を控える中、成田空港ではさまざま
なニーズに対応し、魅力的な商業空間を提供すること
で、リテール事業をさらに強化していく。

972

全国主要SC売上高ランキング（2017年度）
順位 施設名  売上高（百万円）

1 成田国際空港 124,699

2 ラゾーナ川崎プラザ 94,600

3 御殿場プレミアム・アウトレット 91,000

4 ららぽーとTOKYO-BAY 78,500

5 ルクア大阪 72,800

6 ジョイナス（髙島屋除く） 62,826

7 神戸三田プレミアム・アウトレット 53,900

8 ららぽーとエキスポシティ 53,200

9 三井アウトレットパーク ジャズドリーム長島 52,500

10 軽井沢・プリンスショッピングプラザ 51,261

※繊研新聞を基に作成

2014年度

成田空港における免税店・物販店・飲食店売上高の推移

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

1,169
1,2461,064

1,290

（億円）（万人）

2015年度

2016年度

2017年度

売上高（億円）
外国人旅客数

1,594

1,430

1,086



世界最高水準の空港を目指して40

世界最高水準の空港を目指して特集

高速道路などの整備によって成田空港への交通アクセスが年々進化している。
また、お客さま用駐車場を新設し、利便性が向上するとともに、

低価格高速バスや「Narita Air ＆ Bus！」によってお客さまのアクセスの選択肢がさらに多様化している。

　成田空港への交通アクセスが進化している。道路ア
クセスでは、6月2日に東京外かく環状道路（外環道）
の三郷南インターチェンジ（IC）と高谷ジャンクション

（JCT）間の延長15.5㎞が開通した。これにより外環道
は、埼玉・栃木・群馬などから都心を通ることなく千葉
の湾岸エリアを経由して成田空港にアクセスできるよう
になり、旅客・貨物の両面で利便性が向上した。
　成田空港に関係する高速道路の整備としては今後、
現在整備が進められている北千葉道路が将来的には
外環道と結ばれ、さらに利便性が向上することが期待
される。首都圏中央連絡自動車道（圏央道）では大栄
JCTと松尾横芝ICを接続する工事が進められており、
完成後はアクアラインを経由した横浜方面などからの
アクセスが大幅に向上する。
　自家用車で成田空港に来られるお客さまへの対応
として、空港内の駐車場の増設工事を進めている。こ
のうち第1ターミナル前のP1駐車場には、7月12日に新
たな立体駐車場がオープンし、収容可能台数が大幅に
拡大した。さらに、第2ターミナル前のP2駐車場でも新
たな立体駐車場の建設を進めており、2019年夏ごろの
オープンを予定している。
　7月にオープンしたP1の立体駐車場は、5
層6段構造で普通車770台を収容、そのう
ち障害者用駐車枠として20台分を確保して
いる。これによりP1駐車場全体での収容台
数は、従 来 の1200台 から1800台に1.5倍
拡大した。P2の立体駐車場も普通車700台
程度の規模を予定している。これによりP2
駐車場の収容台数は、現在の2400台から
3100台に拡大する。

◇
　JR成田エクスプレスや京成スカイライ
ナーなど、鉄道アクセスや自家用車ととも
に、高速バスも重要なアクセス手段のひとつ
として、さらにサービス水準が向上している。
　そのうち、低価格高速バスでは2017年12
月から「有楽町シャトル」が、成田空港（第2

成田空港

圏 央 道

大栄JCT
外環道

中央環状線
三郷南IC

高谷JCT

2018年
6月2日開通
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松尾横芝 IC松尾横芝 IC東関東
自動車

道

ターミナル）と東京駅鍛冶橋駐車場とを結ぶ新たな路
線の運行を開始し、車いす乗降専用のリフト付き高速
バスの実証運行路線として設定されている。現行ダイ
ヤでは空港発1日8本、空港行き同10本のうちの一部
を除いてリフト付きの車両を使用しており、一部の便は
ダブルデッカー（2階建てバス）となっているのも特徴。
これにより低価格高速バスは「東京シャトル」「THEア
クセス成田」「成田シャトル」と合わせて、4種類の路線・
サービスが提供されている。
　また、2015年夏に「成田空港から観光地へダイレク
ト！」の取り組みをスタートした「Narita Air ＆ Bus！」
では、3月16日から「仙台・松島」線が新たに加わった。
既存路線である成田空港-仙台線を、日本有数の観光
地の松島町まで延伸することで実現した。深夜の運行
が設定されているため、現地での滞在時間をより長く、
有効に使えるのが特徴である。
　なお、「Narita Air ＆ Bus！」のラインナップは日光線、
新潟線、富山-金沢線、京都-ユニバーサル・スタジオ・
ジャパンR線、富士山-富士急ハイランド線、東京ディズ
ニーリゾートR線と合わせて計7路線に拡大した。

高速道路の整備図

空港への交通アクセスがさらに充実

駐車場や道路整備などが進展し利便性が向上


